
問

平 丼 一 三  議 員

高齢者対策について

田 中 日 本 明 議 員

母子保健事業の現状と計画について

山 倉 敏 明  議 員

市長のマニフェストの履行状況について

岩 永 利 勝  議 員

学力向上にかかわる教育行政について

藤  伸 一  議 員

定額給付金について

嶋 田 尋 美  議 員

嘉麻市における同和問題について

田 淵 千 恵 子 議 員

嘉麻市行財政改革実施計画について

赤 間 幸 弘  議 員

地上デジタル放送における難視聴地域
解消について

浦 田 吉 彦  議 員

農林業の育成について

中 村 春 夫  議 員

市内図書館利用について

荒 木 紘 子  議 員

遠賀川上流の水質について
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平 丼 一 三 議 員
高齢者対策について

間.―人暮らしの方の
サポートを

答.関係課と連携し、サポートしたい

質
　
市
営
住
宅
で
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が

亡
く
な
っ
た
際
、
そ
の
ご
遺

体
の
処
遇
に
つ
い
て
、
住
宅

課
と
保
護
課
が
、
そ
の
所

管
を
め
ぐ
っ
て
も
め
た
ち

し
い
が
、
所
管
を
め
ぐ
っ
て

役
所
内
が
対
立
す
る
と
は

言
語
道
断
で
は
な
い
か
。

「嘉
麻
市
行
旅
病
人
の

取
扱
い
に
関
す
る
規
則
」

に
よ
れ
ば
、
福
祉
事
務
所

は
、
市
内
で
の
行
旅
死
亡

人
に
対
し
て
、
適
工
か
つ

迅
速
に
対
応
す
る
旨
の
規

定
が
あ
る
。

■
行
．旅
死
亡
人
の
取
り
扱

い
担
当
課
は
ど
こ
か
ｒ
一

坂
口
人
事
課
長
　
保
護
課

の
事
務
分
掌
と
な
っ
て
い

′つ
。

質

一
な
ぜ
嘉
麻
市
だ
け
が

所
管
課
一を
め
ぐ
つ
て
も
め

る
の
か
ｒ
●
●
●
■
●
●
●

●
今
・後
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
ふ
え‐
で
・二
一人
暮
ら
し
の

身
寄

，
の
な
い
方
が
大
変‐
．

不
安
に
な
る
。
・　
●
●
●

一福
祉
事
・務
所
は
●
し
つ

か
一リ
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で

な
い
か
●
．　
　
　
●
●
●

山
本
福
祉
事
務
所
長
　
取

り
扱
い
は
、
議
員
が
言
っ

た
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
の
事
件
を
も
と
に

関
係
課
と
協
議
し
、
市
民

が
困
ら
な
い
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
。

質
　
保
護
課
長
は
今
回
の

件
で
、
私
が
保
護
課
に
圧

力
を
か
け
た
と
数
名
の
議

員
や
市
民
に
流
布
し
た
よ

う
だ
が
、
私
に
一
般
質
問

が
で
き
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
し
た
の
か
。

平
山
保
護
課
長
　
圧
力
と

は
言
っ
て
い
な
い
。

今
回
、
こ
の
問
題
で
不

快
感
、
」ヽ
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
に
対
し
お
詫
び
し
た

い
。

質
●
守
秘
義
務
も
含
め
、

今
後
は
嘉
麻
市
と
し
て
の

マ
ニ
〓
ア
ル
を
つ
く
る
な

ど
ヽ
福
祉
事
務
所
を
窓
口

‘
敏
速
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
‐。　
　
一

松
岡
市
長
　
職
員
の
対
応

に
つ
い
て
は
、市
民
の
立
場

に
立
ち
、
市
民
の
信
頼
を

得
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

指
摘
の
と
お
り
、
〈フ
回

の
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て

は
、
横
の
連
携
を
と
る
こ

と
な
ど
徹
底
さ
せ
た
い
。

平丼議員 (稲築)

田 淵 千 恵 子 議 員
嘉麻市行財政改革実施計画について

間.広告収入に市の駐車場の
活用を試みてはどうか

答.財政健全化は本市の重要課題、
審議会の中で十分検討する

質
　
行
財
政
改
革
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

各
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
た
広
告
収

入
に
係
わ
っ
て
質
問
す
る
。

．
有
料
広
告
事
業
に
関
す

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
。

牟
田
口
情
報
推
進
課
長

有
料
広
告
の
導
入
過
程
は

管
財
課
と
協
議
の
結
果
、

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
り
組
み
、
先
々
は
公
用

車
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
ヘ

の
導
入
も
は
か
り
た
い
。

業
務
遂
行
に
当
た
っ
て

は
、
要
綱
や
規
程
に
の
っ
と

り
、
総
務
部
長
を
会
長
と

す
る
有
料
広
告
審
査
会
で

可
否
を
決
定
す
る
。

質
　
現
在
ま
で
の
広
告
収

入
は
。

情
報
推
進
課
長
　
Ｈ
月
末

の
収
入
済
み
額
は
広
報
紙

が
５７
万
５
千
円
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
５
千
円
と
な
っ
て

ぉ
り
、

２０
年
度
の
収
入
見

込
み
を
７０
万
５
千
円
と
想

定
し
て
い
る
。

質
　
自
主
財
源
の
確
保
は

積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
。

そ
こ
で
、広
告
掲
載
の
募

集
の
や
り
方
は
ど
う
か
。

情
報
推
進
課
長
　
営
業
活

動
は
最
初
か
ら
や
っ
て
い

な
い
。

質
●
広
告
に
一よ
る
自
主
財

源
の
確
保
の
方
法
と
し
て
、

市
役
所
前
の
駐
車
場
の
活

用
を
試
み
て
は
ど
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、空

間
が
広
く
、
交
通
量
、市
役

所
や
道
の
駅
の
利
用
客
も

多
い
。
つ
ま
り
、
条
件
が
備

わ
っ
て
お
り
、
広
告
の
機
能

が
発
揮
で
き
る
。

松
本
総
務
課
長
　
広
告
収

入
を
得
る
公
益
性
と
景
観

の
保
全
を
願
う
観
点
か
ら

考
え
る
と
、市
と
し
て
景
観

保
護
を
優
先
す
る
。

質
　
住
民
か
ら
の
提
案
が

あ
れ
ば
と
か
、
ヨ示
観
上
か

ら
と
大
変
消
極
的
な
回
答

で
、案
を
検
討
す
る
な
ど
の

気
力
が
欲
し
い
。

市
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

松
岡
市
長
　
歳
出
を
抑

えヽ
、
歳
入
を
増
や
し
、
財
政

の
健
全
化
を
は
か
る
こ
と

が
本
市
の
緊
急
の
課
題
。

提
案
に
つ
い
て
は
、
審
議

委
員
会
の
中
で
十
分
協
議

し
な
が
ら
収
入
を
増
や
し

た
い
。

嘉
麻
市
の
封
筒
も
郵
宣

協
会
の
文
字
が
入
っ
た
無

料
の
封
筒
を
使
う
な
ど
の

手
段
を
講
じ
て
い
る
。

田淵議員 (嘉穂)
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質
　
次
世
代
育
成
支
援

対
一策
一行
動
計
画
の
目
的

は
。

中
村
健
康
課
長
　
母
子

の
健
康
の
確
保
と
増
進
が

目
的
で
あ
る
。

質
・

養
育
事
業
の
目
的

ま
。

健
康
課
長
　
発
達
障
が
い

の
早
期
発
見
と
発
達
障
が

い
児
に
対
す
る
就
学
前
の

発
達
支
援
が
目
的

で
あ

′０
。

質
　
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
養
育
相
談
の
事
業
内
容

は
十
分
だ
と
思
う
か
。

健
康
課
長
　
現
状
の
発

達
支
援
で
は
不
十
分
と
の

反
省
か
ら
、
療
育
相
談
事

業
を
見
直
す
と
共
に
、
乳

幼
児
健
診
も
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
か
ら
精
査
及
び
訓
練

ま
で
一
体
的
に
機
能
で
き

る
体
制
を
考
え
て
い
る
。

質
●

母
一子
一保
健
事
業
の

核
と
な
る
・拠
点
が
必
要
で

は
な
い
か
ず
●

一
●
●
一・

健
康
課
長
　
拠
点
は
必

要
だ
と
思
う
。

質
●
平
成
１７
年
に
施
行
ざ

れ
た
発
達
支
援
法
で
規

定
さ
れ
て
い
る
国
及
び
地
．

方
公
共
団
体
の
責
務
に
対

し
て
ヽ
市
長
の
見
解
は
ず
一

松
岡
市
長
　
具
体
的
な

対
応
は
必
ず
し
も
十
分
で

は
な

い
部
分
が
あ

る
の

で
、
今
後
改
善
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
　
療
育
事
業
対
象
者

２
２
８
人
中
、
１
０
８
人
が

未
支
援
と
で
つ
現
状
を
考

え
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
事
業
の
核
と
な
る
拠

点
が
整
備
さ
れ
て
な
い
こ

と
が
問
題
で
は
な
い
か
。

市
長
　
療
養
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
、
プ

ラ
イ
バ
シ

ー
が
確
保

で
き
る
よ
う

に
、
行
政
と
し
て
き
ち
ん

と
し
た
も
の
を
遂
行
し
て

い
′
。ヽ

要
望
　
母
子
保
健
事
業

の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、

行
政
．は
も
ち
ろ
ん
、
多
く

の
方
の
協
力
を
要
望
す

′つ
。

臨
時
嘱
託
職
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て

質
●

地
一方
公
務
員
法
に

則
――り
い
臨
時
二雇
用
に
つ
い

て
は
一常
勤
職
員
の
４
分
の

３
以
上
の
勤
務
実
態
が
あ

れ
ば
●
正
規
職
員
と
同
等

の
取
．，
扱
い
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
一は
な
い
か
ず
一

坂

国
人
事
課
長
　
臨
時

的
任

用
職

員

に
つ
い
て

は
、
地
方
公
務
員
法
に
則

っ
た
雇

用
を
行

っ
て
お

り
、
待
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
職
員
組
合
と
の
協
議

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

田 中 日 本 明 議 員
母子保健事業の現状と計画について

間.母子保健事業の核となる
拠点が必要ではないか

答。拠点は必要だ。精査及び訓練までが
一体的に機能できる体制を執りたい 田中議員 (碓丼)

赤 間 幸 弘 議 員
地上デジタル放送における難視聴地域解消について

口轟口行政が所持している情報の開轟および
住民説‖会は実施しないのIt?

答。早い機会に方策を市民に示さ
ないとし1ナないと考えている。

質
　
デ
ジ
タ
ル
難
視
聴
地

域
に
つ
い
て
、
稲
築
鴨
生
地

区
４
５
０
軒
・稲
築
岩
崎
地

区
２
９
０
軒
・山
野
社
宅
地

域
２
５
０
軒
や
嘉
穂
地
区

を
含
め
１
３
８
６
軒
と
資

料
に
予
測
し
て
い
る
．が
、
そ

の
申
に

―
山
佃
地
区
は
な
い
。

●
ア
ナ
ロ‐グ
で
も
映

，
が

悪
い
場
所
が
一あ
つ
た
の
に

ど
う
い
う
こ
と
か
。一　

．

田
中
副
市
長
　
総
務
省
の

見
解
は
、現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
利
用
し
て
い
る
の
で

難
視
聴
は
解
消
さ
れ
て
い

る
と
の
事
。

賀
　
見
解
の
通
リ
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
市
内
全
域
に

拡
充
す
れ
ば
問
題
は
解
決

す
る
が
拡
充
し
な
い
の
か
ゃ

松
岡
市
長
　
行
財
政
改
革

の
観
点

・財
政
健
全
化
計

画
の
見
直
し
で
は
現
時
点

で
は
見
通
し
が
立
っ
た
と

い
え
な
い
。ま
た
現
在
の
財

政
状
況
で
は
拡
張
は
無
理

と
指
摘
が
あ
り
、私
の
決
断

に
お
い
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
難
視
聴
地
域
解
消

は
行
な
わ
な
い
。

質
　
難
視
聴
予
測
地
域
の

視
聴
方
法
は
辺
地
共
聴
ア

ン
テ
ナ
し
か
な
い
。
ア
ン
テ

ナ
設
置
に
対
す
る
補
助
は

な
い
の
か
。

牟
田
口
情
報
推
進
課
長

辺
地
共
聴
ア
ィ
ア
ナ
を
新

設
で
行
な
う
と
、１
０
０
万

円
以
上
か
か
る
と
こ
ろ
は
、

国
が
２
分
の
１
負
担
し
、１

世
帯
の
負
担
が
３
万
５
千

円
に
な
る
。
１
０
０
万
円
以

下
は
、
市
が
独
自
で
補
助

制
度
を
創
設
す
る
か
、
住

民
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
。

質
　
３
万
５
千
円
を
払
え

な
い
人
は
視
聴
で
き
な
い

と
な
．る
し
、低
所
得
者
や
生

活
保
護
世
帯
に
一つ
い
て
一ど

う
す
る
の
か
ず
■
●
●
■
■

情
報
推
進
課
長
　
低
所
得

者
・生
活
保
護
世
帯
に
つ
い

て
は
、
〈フ
後
検
討
し
て
い

質
　
テ
レ
‐ビ
一を
見
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
、
で
き
な
い

地
域
、３
万
５
千
円
が
必
要

な
地
域
、
不
必
要
な
地
域

と
あ
る
が
、
な
ぜ
情
報
開

示
や
住
民
説
明
会
を
早
く

実
施
し
な
い
の
か
。

市
長
　
、ア
ジ
タ
ル
に
関
す

る
難
視
聴
対
策
に
つ
い
て
、

十
分
な
方
向
性
を
出
し
て

い
な
い
。
出
来
る
だ
け
早
い

機
会
に
方
策
を
市
民
に
示

さ
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
て
い
る
。

赤間議員 (山田)
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山 倉 敏 明 議 員
市長のマニフエストの履行状況について

間ロマニフエストの住民への公表が
なされていないようだが

答。公職選挙法との関わりがあり、
公費での公表はしていない

質
●
口
■
カ
ル
了

一フ
エ
ス

ト
の
提
一唱
か
ら
、
現
在
２

年
８
ヶ
月
が
経
過
し
て
い

る
一が
ヽ
そ
の
検
証
や
評
価

が
住
民
へ
公
表
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
。一
・

大
里
企
画
調
整
課
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
公
表
に

関
し
て
は
、
新
聞
社
の
取

材
や
、
市
政
懇
談
会
の
中

で
公
表
し
て
い
る
。

市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
行
っ
て
い
な
い
。

質
　
現
在
行
っ
て
い
な
い

理
由
は
。

企
画
調
整
課
長
　
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
は
、市
長
の
選
挙
活

動
の
一
環
に
関
わ
る
様
相

が
あ
り
、
ま
た
公
職
選
挙

法
と
の
関
わ
り
が
あ
る
た

め
、
公
費
で
の
公
表
は
行
っ

て
い
な
い
。

質
　
市
長
の
選
挙
公
約
な

の
で
、住
民
へ
進
捗
状
況
を

き
ち
ん
と
報
告
す
る
べ
き

と
思
う
が
■
●
●
●

廣
方
企
画
財
政
部
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
特

に
予
算
に
関
連
す
る
約
束

も
相
当
あ
る
の
で
、
予
算

編
成
の
基
本
方
針
の
中
に

市
民
に
約
束
し
た
こ
と
を

反
映
し
た
形
で
織
り
込
ん

で
い
る
。

質
　
市
長
の
任
期
も
あ
と

１
年
４
ク
月
と
な
り
、ヤ

ニ

フ
エ
ス
ト
の
履
行
状
況
を

見
る
と
、
か
な
り
実
行
さ

れ
て

い
な

い
部
■分
も

あ

り
、
こ
れ
は
住
．民
へ
の
公
約

違
反
と
な
る
■

●

●
市
長
は

―
次
回
の
選
挙
に

出
馬
し
て
約
束
を
遂
行
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
現
時
点
で

は
、
残
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
任
期
中

に
、
残
さ
れ
た
課
題
解
決

の
た
め
に
全
力
を
傾
注

し
、
市
民
の
付
託
に
応
え

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

な
お
、
体
力
、
気
力
と
も

今
の
と
こ
ろ
万
全
な
の
で
、

今
後
も
嘉
麻
市
の
発
展
の

た
め
に
全
力
を
尽
し
た

い
。

要
望
　
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を

職
員
の
研
修
に
一取
り
上

げ
、
縦
割
構
造
を
解
消
し
、

横
の
連
携
を
一と
つ
て
い
職

員
の
意
識
一
知
識
の
高
揚

を
図
つ
て
も
ら
い
た
い
。

山倉議員 (稲築)

浦 田 吉 彦 議 員
農林業の育成について

間口竹やたけのこ、油桐(アプラ
ギリ)で農林業の再生を

答。調査研究して取り組む

質
　
本
市
に
お
い
て
も
、竹

が
一杉
や
‐‐‘
′
キ
の
山
を
侵

食
し
い森
林
が
荒
廃
し
て
い

る
ず
●
●
●
●
●
■
一

一竹
林
を
伐
採
し
て
竹
の

有
効
利
用
一を
図

，
ヽ
タ
ケ

ノ
‐‐コ‐０
一産
地
化
に
取

，
組

ん
で
は
ど
う
か
ず
●
●

有
田
農
林
整
備
課
長

竹
炭
・竹
酢
・竹
パ
ウ
ダ

ー
な
ど
の
効
能
に
つ
い
て

は
、消
臭
、
浄
化
や
生
き
物

に
活
力
を
与
え
る
と
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
竹
は
万
能

な
効
果
を
備
え
た
素
晴
ら

し
い
も
の
で
あ
る
。

竹
炭

・
竹
酢
に
つ
い
て

は
、熊
本
県
立
花
町
で
、
平

成
７
年
よ
り
立
花
バ
ン
ブ

ト
株
式
会
社
が
竹
炭
工
場

を
操
業
し
て
い
る
。

本
市
の
竹
林
面
積

は

３
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、

こ
れ
を
有
効
利
用
す
れ
ば

林
業
活
性
化
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
竹
林
オ
ー
ナ
ー
制

度
と
合
わ
せ
て
、
タ
ケ
ノ
コ

の
産
地
化
に
つ
い
て
も
調

査
研
究
し
た
い
。

質
■
遠
一賀
川
．源
流
の
森
づ

く
，

の
植
樹
活
動
を
さ
ら

に
有
意
義
な
も
の
と
す
る

た
め
に
、
油
桐
を
植
え
い
バ

イ
オ
燃
料
の
産
地
化
を
図

っ
て
は
ど
う
か
ず
●
●
●

農
林
整
備
課
長
　
〓還
賀
川

源
流
の
森
づ
く
り
推
進
会

議
が
中
心
と
な
り
、
延
ベ

７

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林

に
１
万
８
千
本
の
ブ
ナ
や

ク
ヌ
ギ
等
の
植
樹
を
実
施

し
て
き
た
。

油
桐
の
実
は
、バ
イ
オ
燃

料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お

り
、
先
進
的
に
調
査
研
究

さ
れ
て
い
る
専
門
家
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
〓返

賀
川
源
流
の
森
推
進
会
議

や
嘉
飯
山
森
林
組
合
へ
も

提
案
し
た
い
。

質
　
休
耕
日
や
耕
作
放
棄

地
の
活
用
と
い農
家
所
得
の

向
上
の
た
め
に
いレ
モ
ン
グ

ラ
ス
の―‐‐親
騒
を
し
で
は
ど

つヽ
か
や
■
●
●
一
　
　
　
一

原
田
農
政
課
長
　
中
山
間

地
域
農
業
の
イ
ノ
シ
シ
や

鹿
の
被
害
を
考
え
る
と
、

イ
ノ
シ
シ
が
嫌
う
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
を
植
え
る
こ
と
は

有
効
で
あ
る
。

栽
培
技
術
を
は
じ
め
、

製
品
化
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
機
関
や
農
家
と

協
議
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

浦田議員 (嘉穂)
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質
　
昨
年
、
市
内
小
中
学

校
の
全
国
学
カ
テ
ス
ト
は
、

筑
豊
管
内
で
最
下
位
の
屈

辱
を
味
わ
っ
て
い
る
が
、

２‐

年
度
に
向
け
て
の
教
育
施

策
は
。

佐
竹
学
校
教
育
課
長
　
教

育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、

２‐
年
度
か
ら
の
３
か

年
計
画
で
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、新
た
に
３
名
の
教
員

の
増
加
を
願
っ
て
い
る
が
、

人
材
確
保
が
難
し
く
、学
校

現
場
の
要
求
に
応
じ
き
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

質
　
応
じ
さ
れ
な
い
理
由

は
。

学
校
教
育
課
長
　
い
く
つ

か
の
理
由
は
あ
る
が
、
特

に
、飯
塚
市
に
比
べ
る
と
本

市
は
雇
用
条
件
が
著
し
く

悪
く
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が

あ
り
、せ
め
て
飯
塚
市
並
に

な
る
よ
う
人
事
課
に
要
望

し
て
い
る
。

質
　
学
カ
ア
ッ
プ
の
た
め
の

要
求
に
応
え
ら
れ
な
い
の

か
。

坂
国
人
事
課
長
　
年
間
給

与
に
開
き
が
あ
り
、任
用
形

態
に
つ
い
て
、
調
整
、
調
査

し
、
教
育
委
員
会
と
協
議

す
る
。

質
　
小
中
学
校

一
貫
教
育

の
取
り
組
み
を
行
い
、
い
ろ

い
ろ
な
難
題
を
解
決
し
て

い
る
自
治
体
が
増
加
し
て

い
る
が
ど
う
思
う
か
。

山
崎
教
育
長
　
個
性
や
能

力
を
伸
ば
す
教
育
の
充
実

と
し
て
、小
中
連
携
強
化
は

重
要
で
あ
り
、実
践
校
の
成

果
を
踏
ま
え
、
十
分
に
検

討
・研
究
す
る
価
値
が
あ
る

と
思
２ヽ

松
岡
市
長
　
す
で
に
実
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

学
力
向
上
、
不
登
校
、
い
じ

め
な
ど
の
解
決
策
と
し
て

も
効
果
が
あ
り
、
一
貫
校
制

度
は
嘉
麻
市
に
と
っ
て
大

き
な
利
益
を
も
た
ら
す
と

認
識
し
て
い
る
。

環
境
微
生
物
に
つ
い
て

質
　

えヽ
ひ
め
Ａ
Ｉ
‐２
の
進

捗
状
況
は
。

田
中
環
境
課
長
　
２
月
中

旬
か
ら
各
庁
舎
に
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
タ
ン
ク
を
設
置

し
、市
民
に
無
償
提
供
を
始

め
た
電

不
審
者
情
報
配
信
メ
ー
ル

に
つ
い
て

質
　
市
内
４
校
の
モ
デ
ル

校
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

が
、
保
護
者
か
ら
の
評
価

は
。

学
校
教
育
課
長
　
新
聞
で

も
報
道
さ
れ
、
大
変
好
評

だ
。

質
　
市
内
全
校
に
拡
大
す

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
４
月
か

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

岩 永 利 勝 議 員
学力向上にかかわる教育行政について

間.学力向上の教育施策は

答.教員人材の確保が難しい
ので協議努力する 岩永議員 (稲築)

中 村 春 夫 議 員
市内図書館利用について

間.近隣市町との図書
賞し出し協定は

答.協定締結に向け積極的に
努力したい

質
　
〈口
併
に
よ
り
廃
止
と

な
っ
た
図
書
館
の
市
外
利
用

者
へ
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
、

近
隣
市
町
の
図
書
館
と
の
図

書
貸
し
出
し
協
定
は
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
て
い
る
の

か
。

福
田
文
化
課
長
　
近
隣
図

書
館
と
の
館
長
会
議
で
広
域

貸
出
し
協
定
を
提
案
し
て
い

る
が
、持
ち
帰
り
協
議
と
い

う
こ
と
で
、協
定
と
い
つ
と

こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

協
定
締
結
に
向
け
引
き
続

き
積
極
的
に
努
力
す
る
。

療
育
相
談
に
つ
い
て

質
　
〓最
麻
市
が
行
っ
て
い
る

療
育
相
談
に
つ
い
て
就
学
後

も
引
き
続
き
受
け
ら
れ
な
い

の
か
。

中
村
健
康
課
長
　
現
在
健

康
課
で
は
、母
子
健
康
法
に

基
づ
き
、就
学
前
を
対
象
に

支
援
を
行
っ
て
い
る
。保
護

者
の
要
望
が
多
け
れ
ば
、〈
フ

後
他
の
関
係
課
と
も
協
議

し
て
対
策
を
考
え
た
い
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
に
つ
い

て質
　
士帰
麻
市
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

田
中
環
境
課
長
　
市
内
の

公
共
施
設
は
３
か
所
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
定
期
検
査
で

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
規
制

値
は
十
分
ク
リ
ア
さ
れ
て
い

る
。他
に
嘉
穂
保
健
環
境
事

務
所
が
監
督
す
る
民
間
の

焼
却
場
が
市
内
に
７
か
所
あ

る
が
、牛
隈
に
あ
る
１
事
業

所
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
基
準
値

で
現
在
操
業
停
止
中
で
あ

′０
。

産
廃
に
つ
い
て

質
　
百
々
谷
の
産
廃
場
に
つ

い
て
超
過
ゴ
ミ
の
搬
出
は
。

環
境
課
長
　
県
は
９
月
４
日

に
改
善
命
令
の
新
た
な
履
行

期
限
の
変
更
通
知
を
出
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

く
搬
出
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
市
と
し
て
も
今
後
県
の

責
任
で
あ
る
対
応
と
説
明

を
求
め
て
い
く
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
処
分
に
つ

い
て
は
。

環
境
課
長
　
９
月
に
市
の
環

境
監
視
員
に
同
行
し
て
立
ち

入
り
調
査
を
行
っ
た
。ま
た
、

経
営
者
が
以
前
の
業
者
に

一戻
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
場
は
現

在
容
量
調
査
の
た
め
、産
廃

ゴ
ミ
の
搬
入
が
ほ
と
ん
ど
と

ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が

知
っ
て
い
る
か
。

環
境
課
長
　
環
境
事
務
所

か
ら
の
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。確
認
す
る
。

中村議員 (山田)
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質
　
個
人
消
費
を
促
し
、

生
活
に
潤
い
を
与
え
ヽ
景

気
回
復
を
図
る
た
め
に
、

最
も
的
確
な
政
策
と
考
え

る
が
、
本
市
に
お
い
て
の
対

象
者
数
と
給
付
総
額
は
。

栞
野
総
務
部
長
　
１２
月
１

日
現
在
で
、
対
象
者
は
４

万
５
６
９
７
人
、給
付
総
額

は
７
億
１
０
１
５
万
６
千

円
と
試
算
し
て
い
る
。

質
　
こ
の
制
度
は
、
急
激

な
物
価
高
や
所
得
の
伸
び

悩
み
に
苦
し
む
家
計
を
応

援
す
る
た
め
の
生
活
支
援

と
経
済
対
策
の
２
つ
の
意

味
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
い
ろ
い
ろ
と

非
難
は
あ
る
が
、
生
活
支

援
・地
域
経
済
の
活
性
化

の
観
点
か
ら
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
で
あ
る
と
思

う
。

要
望
．
業
務
が
殺
到
す
る

年
度‐
末
に
給
付
が
予
想
さ

れ
る
が
、
市
民
の
期
待
に

応
え
ヽ
混
．乱
な
ぐ
作
業
が

進
め
ら
れ
る‐
こ
と
を
要
望

す
る
●

一一
　
　
・　
・●

緊
急
保
証
制
度
に
つ
い
て

質
　
事
業
資
金
の
調
達
に

苦
し
む
中
小
・零
細
．企
業

の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る

た
め
に
始
ま
つ
た
保
証
制

度
で
、
指
定
業
種
の
拡
大

が
ど
の
程
度
行
わ
れ
た

か
。

石
堂
商
工
観
光
課
長

従
来
の
１
８
５
業
種
か

ら
５
１
３
業
種
追
加
さ

れ
、
６
９
８
業
種
と
な
っ

た
。

質
　
融
資
制
度
の
手
続
き

の
方
法
は
。

商
工
観
光
課
長
　
事
業
者

が
、
市
か
ら
セ
ー
フ
テ
イ

ネ
ッ
ト
保
証
認
定
を
受
け

た
後
、
信
用
保
証
協
会
等

で
保
証
要
件
に
沿
っ
て
審

査
が
な
さ
れ
、
融
資
額
が

決
定
さ
れ
る
。

質

・
本
市
の
認
定
件
数

は
。
　
　
　
　
一
・

商
工
観
光
課
長
　
Ｈ
月
５

日
か
ら
‐２
月
１７
日
ま
で
の

件
数
は
５６
件
で
あ
る
。

質
　
行
政
の
役
日
と
し
て

地
域
経
済
を
担
う
企
業
を

守
，

抜
く
責
任
が
あ
る
と

考
え

る
ズ

，
回
の
保
証
制

度
が
大
い
に
活
用‐
で
き
る

よ
う
に
一周
知
・
啓
発
が
一必

要
と
思
う―
が
“
●

●
　

一

商
工
観
光
課
長
　
１
月
号

の
広
報
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
再
度
掲
載
し
、

周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。

（妊
婦
無
料
健
診
の
拡
充

に
つ
い
て
の
質
問
も
行
い

ま
し
た
。
）

藤 伸 ― 議 員
定額給付金について

間口定額給付金についての

市長の認識と考えは

答.生活支援。地域経済の活性化の
観点から素晴らしい取り組みである 藤 議員 (稲築 )

荒 木 紘 子 議 員
遠賀川上流の水質について

間.水質浄化への

具体策について

答.えひbAI-2を配布し、市内に
食廃油の回収箱を設置する

質
　
‐６
年
度
の
遠
賀
川
の

水
質
比
較
調
査
の
結
果
ヽ

山
田
川
が
「大
変
汚
れ
て
い

る
川
」
と
発
表
さ
れ
た
。

嘉
麻
市
は
源
流
の
地
で

あ
り
不
名
誉
な
こ
と
で
あ

る
。
　
一
　

　

一

汚
染
の
原
因
と
水
質
浄

化
に
向
け
て
の
今
後
の
対

策
は
。

田
中
環
境
課
長
　
汚
染
の

原
因
の
ひ
と
つ
は
河
川
の

流
水
量
の
減
少
に
よ
り
自

浄
能
力
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
。

又
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
活
雑
廃
水
に
よ
る

汚
染
の
２
点
が
考
え
ら
れ

夕一
。ハ

ー
ド
面
対
策
と
し
て

合
併
浄
化
槽
の
推
進
に
努

め
て
い
る
が
現
在
２６
・９
％

の
普
及
率
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
面
で
は
市
民
の

河
川
浄
化
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
検
討
中
だ
が
、
汚
濁

負
荷
の
大
き
い
食
廃
油
の

対
策
を
考
え
て
い
る
。

質
　
〓昴
麻
市
の
食
廃
油
の

量
は
ヽ
又
、
バ
イ
オ
デ
イ
ー

ゼ
ル
燃
料
へ
の
利
用
の
割
合

は
Ю

環
境
課
長
　
家
庭
内
の
食

廃
油
の
量
は
把
握
で
き
な

い
が
、
公
共
施
設
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
の
民
間
企
業
を
合

わ
せ
る
と
、
月
に
２
２
８
０

リ
ッ
ト
ル
程
度
で
約
７５
％

の
１
７
０
０
リ
ッ
ト
ル
が
バ

イ
オ
デ
イ
ー
ゼ
ル
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

質
　
家
庭
か
ら
の
食
廃
油

の
収
集
を
ス
テ
ト
シ
ョ
ン

方
式
と
す
る
な
ど
提
案
し

て
い
た
が
、具
体
策
は
。

環
境
課
長
　
市
民
に
え
ひ

め
Ａ
Ｉ
１
２
を
提
供
す
る

こ
と
と
並
行
し
て
、
近
々
４

つ
の
庁
舎
に
食
廃
油
の
回

収
箱
を
設
置
し
、
収
集
に

努
め
た
い
。

質
　
１２
月
６
日
の
遠
賀
川

流
域
活
動
団
体
報
告
会

で
、下
山
田
小
学
校
の
４
年

生
が
いホ
タ
ル
の
飼
育
活
動

を
通
し
て
、
水
の
大
切
さ
ヽ

遠
賀
川
の
浄
化
に
つ
い
て
の

発
表
を
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
任
せ
ず
ヽ

大
人
の
意
識
向
上
に
も
力

を
入
れ
で
は
し
い
。
　
　

・

松
岡
市
長
　
）返
賀
川
水
域

の
水
質
汚
濁
防
止
連
絡
協

議
会
等
で
も
水
質
改
善
の

緊
急
行
動
を
行
っ
て
い
る
。

国
の
方
と
一
体
と
な
っ
て

や
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
要

望
な
ど
強
化
し
て
い
き
た

い
。

荒木議員 (稲築 )
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あ
つ
た
の―が
■
●
一一●
●
●

鈴
木
人
権
同
和
対
策
課

長
　
同
和
対
策
事
業
は
、

主
に
稲
築
、
嘉
穂
、
碓
井

地
区
で
実
施
さ
れ
、
地
区

内
道
路
の
整
備
な
ど
の
事

業
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

現
在
で
は
、
地
区
内
の
方

だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
同
和
地
区

住
民
だ
け
に
恩
恵
が
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

思
う
。

‐
質
●

現
在
で
も
学
一校
教

育
現
場
で
．差
別
事
象
が

起
き
て
い
る
が
一ど
の
程
度
．

認
識
し
て
い
る
の
か
ず
●

・

山
崎
教
育
長
　
△
口
併
前

に
差
別
事
象
が
発
生
し
た

こ
と
は
報
告
に
よ
り
承
知

し
て
い
る
。
当
時
、
学
校
、

行
政
及
び
関
係
団
体
に
お

い
て
、
課
題
や
問
題
点
を

分
析
整
理
し
、
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

今
後
も
そ
の
成
果
を
引

き
継
ぎ
、
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
し
っ
か

り
と
し
た
認
識
を
持
ち
、

差
別
事
象
の
完
全
解
消
に

向
け
、
学
校
現
場
や
社
会

教
育
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
広
く
人
権
同
和

研
修
を
継
続
し
、
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
■
行
政
職
員
ヽ
教
職
員

の
研
修
が

―必‐
要
だ
ど
思
う

が
ｆ

・●
●
●

一
　
・
●
・

坂
口
人
事
課
長
　
職
員

の
同
和
問
題
を
初
め
と
し

た
人
権

研
修

に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
全
職
員
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
１９
年
１０
月

に
「嘉
麻
市
職
員
人
権
推

進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

職
員
の
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
る
。

佐
竹
学
校
教
育
課
長

県
教
育
委
員
会
主
催
の

研
修
会
等
を
年
数
回
行

い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤

廃
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

買
●
同
和
行
政
●
法
律

．が
，
，

一
‐‐力，‐一一
‐‐行‐‐一
‘
一

た
一の
一か
■
法
律
一が

，な
く
て

‐‐‐く‐‐‐‐‐‐も‐‐̈一̈「一一一一鰤“一“「

松
岡
市
長
　
法
律
が
な

く
て
も
、
差
別
解
消
は
行

政
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
第
１
次
総
合
計
画
に

も
明
記
し
て
い
る
が
、
市

の
責
務
と
し
て
、
人
権
啓

発
に
取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

嶋 田 尋 美 議 員
嘉麻市における同和問題について

間.今後の同和問題への

対応は

答.市の責務として人権啓発に
取り組んでいく

晨畿:切秒彗里轟
襄餐媚躍鉤

嶋田議員 (碓丼)

委
員
会
の
所
属
変
更

佐
藤
道
彦
議
員

（旧
）
総
務
財
政
↓

（新
）
産
業
建
設

大
谷
清
人
議
員

（旧
）
産
業
建
設
↓

（新
）
総
務
財
政

※
総
務
財
政
委
員
会
副
委
員
長
の
佐
藤
道
彦
議
員

が
産
業
建
設
委
員
会
に
所
属
変
更
し
た
こ
と
に

伴
い
、
総
務
財
政
副
委
員
長
に
大
里
健
次
委
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
場
で
の
議
席
の
変
更

大
谷
清
人
議
員

（旧
）
２。
番
↓

（新
）
１
番

廣
田

一
男
議
員

（旧
）
１
番
↓

（新
）
２。
番

大 里  健 次

総務財政副委員長
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